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すということも含めてです。それに比べて女の子た

ちのほうが、その辺は抑え目にしているということ

が言えると思います。

　先程、一つ前に答えたときには、男の子たちのほ

うがかなり自由に振る舞えるということを言いまし

た。その自由に振る舞える男の子たちが学校に入り

ますと、教師はいろいろ制限を与えますから、そこ

のところで制限を与えられることによって、男の子

たちが学校でいろいろな問題を起こす。たとえば不

登校だったり、怠けて学校に行かなかったり、それ

からとても乱暴な態度に出るというような問題を起

こすということになります。

　ですから小学校の５年、６年、７年。その時期に

女の子たちはこういう文句を言うようになります。

「もう男の子と一緒に、クラスではやりたくないわ」

と。男の子のほうが、たとえばとても目立ちたがっ

たり、支配的であったり、先生の注意を引こうとし

たり、そういうことがあるから「私たちは男子と一

緒に、同じクラスにはなりたくはないわ」という現

象も起きてきます。

　ですから今の質問は、私にとっても興味深いこと

であります。オーストラリアと比べて、日本の親た

ちがどのように子どもをしつけるのかは、私にも興

味深いことです。

　不登校のことについても質問がありましたけれど

も、オーストラリアでも日本と同じように増加傾向

にあります。ご承知のように、オーストラリアは多

文化国家でありますので、多文化国家のゆえに、ど

ういう文化をその民族が持っているかによって違っ

てくるという面もあります。ですから、不登校の率

から言えば、原住民という言葉はよくないとは思う

んですが、アボリジナルと言われている人たちの中

で不登校の率が高いというようなことが言えます。

一番、不登校の率が低いのは、アジアから来た子ど

もたちということが言えまして、ベトナム、タイ、マ

レーシア、ラオスの子どもたちです。私たちの調査

から不登校のことに関して言えば、いじめの被害に

遇う、だから学校に行かない、というようなことも

増えています。

【滝】　はい、ありがとうございました。日本とオー

ストラリアの違いということで、私も一つだけつけ

加えましょう。

　いじめを防止するという小学校の授業をオースト

ラリアで見せていただいたことがあります。そこの

中で、先生が子どもたちに「みんな、マッチョって

知ってる？　それをちょっと絵に描いてごらん」と

言う。マッチョってわかりますか。要するに筋肉

隆々で「男らしいぞ、おれは」というような絵です。

そんなのを描いて、「これは何ていうの」「マッ

チョっていうんだよ」「マッチョって格好いい？」。

そうすると子どもたちが「格好悪い」とか何とか言

う。

　要するに、そうやって洗脳するわけです。つまり、

そうやって「男の子が強いことなんて、決してそん

な格好いいことでも何でもないよね」ということを

一生懸命教えることを通して、いじめを抑えようと

いうようなことをしているわけですよね。裏返して

言うと、男の子たちの中には、そういう文化がすご

く強い。だからいじめっ子になることが、全然彼ら
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にとって悪いことというふうに思えないというよう

なところがある。

　それと関連して、「いや、日本のいじめというのは

海外のいじめと違うんだ」と言うときに、私がよく

海外の研究者に言うのは、「日本の男の子というのは

強くなりたいと思うよりも、美しくなりたいと思う

のを知っているか。日本では男の子がエステティッ

クサロンに行くんだ」という話をすると、みんなが

あ然とするんです。やっぱりその辺の文化の差とい

うんですか。つまり強いことを格好いいこと、力を、

暴力を振るうことを格好いいことというふうに思う

文化というのは、比較的、日本というのは少ない。

　もちろん、非常に限られた部分で、たとえば暴走

族とか、そういうところの中ではあるかもしれない

けれど、学校の中で、教室の中で、たとえば「おれ

は強いんだ」と威張っていると、むしろみんなから

浮いちゃうようなところがあります。

　オーストラリアでは（いじめは）男の子たちの問

題という形で注目される。ところが、日本ではむし

ろ、いじめというのは男女を問わず、同じようなパ

ターンで起きる。そんなことの背景なんかにも、文

化の違いがあるのかなという気がします。

〔追跡調査だからわかること〕

①いじめの発生の推移

【滝】　さて、それでは第１部の補足というところを、

今くらいのところで終わっておきましょう。それで

第２部のほうに移りたいと思います。配付資料のNo.

４から、ちょっとご覧いただきましょうか。

　オーストラリアとの比較のときは2000年の６月

の調査結果だけを使いましたけれども、実は私ども

は1997年12月から調査をやっていると、先程申し

上げました。なぜ、こういう追跡調査が必要なのか

ということですが、追跡調査をやることで初めてわ

かることをいくつか、まず最初にお示ししたいと思

います。

　たとえば、図10（129頁）。これは小学校の「仲間

はずれ、無視、陰口」をした人たちの割合です。98

年６月と98年12月の部分。これは、98年の小学校

の４、５、６年です。次に、99年６月と12月は、99

年当時の４、５、６年の割合です。ということは新

４年生が入って、旧６年生がいなくなったというこ

とで、つまり１学年分入れ代わっています。それか

ら00年、これは2000年の６月と12月。ここでも

１学年分、ずれているわけです。

　ただ、これを見ると、びっくりするくらい似てい

るでしょう、毎回。だから、いじめの加害行為って、

決して増えてるとは言いませんけれど、減ってもい

ない。やっぱりこれくらいコンスタントに起きるも

のなんだということを改めて感じます。特にこれく

らいのサンプル数で見ていくと余計そうですね。も

ちろん、学校によって増えたり減ったりということ

はあるんだと思います。ただ実際、これくらいの数、

5000、小学校だけですからその半分ですね。2500か

ら2600名かな。それくらいの数を集めてくると、本

当に比率としては、毎年、同じくらいになる。

　だから、いじめの問題というのは、常に起こり得

るものだというふうに、われわれは考えて接する必

要があるということなんかが、こうした結果からも

わかると思います。これは中学校の場合でもそうで

す。面白いなと思うのは、多少12月のほうが多いと

学校によって、1997年12月～2000年6月（計6回）、1997年2月～1999年12月（計5回）、1998年6月～
2000年12月（計6回）、1999年6月～2000年6月（計3回）と実施状況が異なる
each�school�has�different�survey�period�and�times

小学４年生～高校３年生
primary�grade�4�to�high�school�grade�3

首都圏、九州、北海道の小中高校
primary,�junior-high�and�high�schools�in�Tokyo�metropolitan�area,�Kyushu�and�Hokkaido

1997年12月より2000年12月まで、半年に１回の割合で継続的に実施
longitudinal�survey�from�December�1997�to�December�2000�

備考
remark

調査対象学年
year�level

調査対象校
sample�schools

調査実施時期
survey�period

表４：追跡調査の概要　Table�4:Overview�of�the�follow-up�survey



129

３

Part３：ストレス・チェック・リスト

いう感じが出ています。これは、やっぱり１学期の

ときってお互いにまだ牽制しあっているところがあ

るからかな、くらいに思っています。

　さて、そうは言っても、ただこうした結果を知り

たいというだけのことなら、定期的に調査をやれば

いいじゃないか、ということになります。なぜ、追

跡調査なのか。実は、私どものやっている追跡調査

というのは、記名式でやっています。実は、記名式

でやるということに関して、私どもは非常に抵抗が

あります。やはり、プライバシーの問題というのが

ありますから。される側にと言うよりも、する私た

ちの側に、記名式でやっていいのかという不安は、

常につきまとっている。もちろん同時に、そのデー

タをいかに外へ出ないようにきちんとするかという

ことなんかでも、非常に神経を使っているんですが。

　ただ、あえて記名式にして、名前であれ、整理番

号であれ、そういうものを通して、とにかく個人が

特定できるようにしていくことの意味って何なのか、

ということです。つまり１人の子ども、小学校４年

生の６月にこうだった子どもが、小学校５年生では

どうか、６年生ではどうかという格好で追跡してい

くためには、何らかの形で記名式でないとわからな

い。ただ、それをやることで、何がわかるのか。な

ぜ、それが必要かということですね。

　たとえば、図10だけをもしご覧いただくなら、こ

れくらいの割合で加害者はいるんだと。それを、「い

じめっ子というものは、だいたいこれくらいの割合

でいるんだ」というふうに受けとめてしまうかもし

図10：いじめ加害の

推移（仲間はずれ）

Figure�10:�trend�of�bul-

lying

98年6月�
1998�Jun.

98年12月�
1998�Dec.

99年6月�
1999�Jun.

99年12月�
1999�Dec.

00年6月�
2000�Jun.

00年12月�
2000�Dec.

0

20

40

60

80

100

6.5

9.5

33.9

50.1

7.6

12.2

35.2

45

6.1

9.2

34.3

50.4

6.8

12.5

35.5

45.2

5.6

9.7

31.4

53.2

6.8

12.3

35.0

45.9

週に１回以上　
More�than�once/
week

月に２～３回　　　
2-3times/month

今までに１～２回　
once�or�twice

ぜんぜんしていない
never

加害：仲間はずれ・無視・陰口（小学校）

　isolating,ignoring,calling�them�names�(primary�school)

98年6月�
1998�Jun.

98年12月�
1998�Dec.

99年6月�
1999�Jun.

99年12月�
1999�Dec.

00年6月�
2000�Jun.

00年12月�
2000�Dec.

0

20

40

60

80

100

6.7

10.3

35.9

47.1

6.9

10.1

34.6

48.4

8.3

10.4

32.1

49.2

7.5

11.7

33.5

47.3

7.8

11.2

33.0

48.0

8.6

11.6

33.6

46.2

週に１回以上　
More�than�once/
week

月に２～３回　　　
2-3times/month

今までに１～２回　
once�or�twice

ぜんぜんしていない
never

加害：仲間はずれ・無視・陰口（中学校）

　isolating,ignoring,calling�them�names�(junior�high�school)

上が小学校、下が中学校

top-Primary,�bottom-Sec-

ondary



130

れません。ところが、実際には特定のいじめっ子が

いるわけではなくて、その中身は随分大幅に入れ替

わるんだというところです、ポイントは。

　98年の中学校１年が中学校３年になるまでの分、

図11がそのことを示すデータです。この左側は、６

回調査して６回とも「仲間はずれ、無視、陰口を週

１回以上」しました、仲間はずれ、無視、陰口を週

１回以上の割合でしているという子ども。つまり、

「しょっちゅうやってる」という子ども、この６回の

調査中で６回ともそうだったという子どもはゼロで

す。６回の調査中５回がそうだった、と答えたのは

0.6％です。４回というのは 1.4％。３回というのは、

2.3％。２回が 5.6％というくらいにしかならない。

　つまり、非常に頻繁にいじめをしている子どもた

ちでも、６回の調査時点で６回とも頻繁にやってい

るということはない、ということです。図10を見て

いただくと、頻繁にいじめをしている子どもたちと

いうのはどれくらいいるのか。厳密な数字はもちろ

ん若干違ってきます。図10は中学校３学年分で、図

11は中学１年から３年までの各学年でのデータです

から。でも、やっぱり７％、８％くらいはいるわけ

です、毎年。そうするとこの７％、８％の部分の中

身が、常に入れ代わっているということですよね。

　次に、「今学期に１、２回程度」という、要するに

頻度の少ないものも含めて加害経験をトータルで見

てみたのが、図11の右側です。６回の調査中、何ら

かのいじめをしたことがある。頻度の多いのも少な

いのも問わず、仲間はずれに加わったことがある、

ということで見てみると、本当にきれいにわかれて

くるんです、13.5という。もう、ほとんど同じ数字

にわかれてきます。まさに７分割されちゃうんです。

　ですからこれ、６回の調査中、４回以上、何らか

のいじめにかかわっていた子どもということで見れ

ば、だいたい４割強ですか。それを多いと見るか、少

0.0

0.61.42.3 5.6

15.3

74.8

6回

5回

4回

3回

2回

1回

0回

加害：仲間はずれ・無視・陰口の再発状況（「週に１回以上」の数）

　isolating,ignoring,calling�them�names�(repeat�times�in�6

terms:more�than�once�/week)

13.5

13.6

13.4

14.7

14.5

14.0

16.3
6回

5回

4回

3回

2回

1回

0回

加害：仲間はずれ・無視・陰口の再発状況（「今学期１～２回」以上の数）

　isolating,ignoring,calling�them�names�(repeat�times�in�6�terms　　

　:more�than�once�or�twice�in�each�term)

図11：いじめ加害の継続状況（仲間はずれ）

Figure�11:�Continuation�of�bullying

表５：調査の概要　

Table�5:overview�of��the

survey

のべaggregate�：1.029名�
（男子boys�447名・女子girls�493名）

98年度の中学１年生を中学３年まで追跡
secondary�grade�1�in�1998�for�3�years�2000

首都圏にある中学校6校
6�secondary�schools�in�Tokyo�metropolitan�area

1998年から2000年の6月と12月
June�and�December�between�1998�and�2000

サンプル数
�sample�size

調査対象学年
�year�level

調査対象校
sample�schools

調査実施時期
survey�period

※以下の図ならびに表は、1998年度から2000年度まで継続的になされた調査結果のうち、1998年度

の中学１年生（1999年度の中学２年生、2000年度の中学３年生）分である。
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ないと見るかは別として、何らかの程度のいじめに

はかかわっている。そして、３回以上というところ

までいったら、その割合は半分を超えます。つまり、

半分以上の子どもは、調査回数の２回に１回以上は

何らかの程度のいじめにかかわっている、というこ

とです。

　図10のグラフからだけだったら、ひょっとすると

「たち」の悪いいじめっ子がいるんじゃないか、とも

とれる。実際、そういうふうに、ヨーロッパの学者

で説明する人がいましたから。攻撃的な性格の持ち

主がするんだ、だから、いじめっ子というのは特定

できるんだ。こういうのがいじめっ子になりやすい、

こういうのがいじめられっ子になりやすいというこ

とを、平然と言ってのける人たちもいる。しかし、私

たちはそういうふうには思わない。

　われわれの経験で言えば、成績がいいということ

でいじめられる子どももいれば、悪かったことでい

じめられる子どももいる。背が高いということでい

じめられる子どももいれば、背が低いということで

いじめられる子どももいる。つまり理由なんか、あ

とからくっついてくるんだ。むしろ、いじめたいよ

うな雰囲気になった。そういう状況の中に、子ども

たちが置かれたときにいじめを行うということが、

これを見ていただくとわかる。

　ですから、記名式で追跡調査というのをしなけれ

ばいけない理由というのは、こういうところにある

わけです。こういうことを明らかにするためには、

そういうことが必要だということで、ご理解いただ

くといいかなと思います。

②ストレスといじめの関わり

【滝】　次に、配付資料のNo.５です。先程からいじめ

の加害者というのがストレスが高いんだという話を

してましたけれども、それを個別に追ってみたのが

図12（132頁）とか表６（133頁）です。

　この98年の中学１年という学年で、さっきの円グ

ラフとまたちょっと違うので申し訳ないんですが、

「仲間はずれ」に限らず４種類のいじめのどれでもい

いから「週に１回以上」ということで枠を広げて

ピックアップすると、２人なんです。（凡例中の（）

内の数字）６回とも何らかのいじめを高頻度でして

いたというのは、その２人。それから今度は週に１

回以上じゃなくて、じゃあ月に２、３回以上の頻度

で、ずっとこの６回の調査時点で行っていた。これ

も、仲間はずれだけに限らず、嫌がらせやいたずら

でもいい。手口は変わってもいいからという格好で

調べてみると、その２名プラス13名で15名になり

ます。それから今の学期になってというところまで

広げて、どんないじめでもいいから６回とも、と

やってみると、 184名というのが出てきます。それ

からこの３年間の間、６回ともいじめを一切してな

い。どんないじめも、どの種類のいじめもしてない

という子どもたちが89名になります。そうした子ど

もたちのストレスの度合いを比較して見てみた。特

にいじめと関連の強い不機嫌・怒りストレスと無気

力ストレスを比べていただきますと、こんな感じに

なります。

　このグラフの中で見ていただきたいところは、ま

ず２つあります。一つは、右の凡例のところを見て

いただきますと、全体というのは黒い四角になりま

す。この黒い四角の部分というのは、グラフで言う

と、下から２段目のところにずっとあります。これ

が、学年進行とともに上昇する。ストレスって高

まっていくものなんだということです。だいたい中

学校２年がピークで、３年になると多少下がります。

中学校の先生がおそらく何名もいらっしゃっている

と思いますが、この辺はまさに実感と合うようなと

ころでしょう。よく言われるんですが、「中学校２年

が、やっぱり一番問題なんですよ」というところが、

この辺からもわかる。しかも皮肉なことに、これは

一切いじめにかかわってない子どもでさえそうです。

　なぜこういうデータの蓄積が要るかというと、年

齢とともに、ある程度高くなること自体は当たり前

のことなんだよ、ということを知らないとまずいで

すね。それを知らないで、たとえば「小学校４年生

の息子と、中学校１年生の息子と比べたら、中学校

１年生のほうが高いので、問題なんでしょうか」と。

「いや、そんなことはない。中学１年生のほうが高い
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のは当たり前ですよ」と。

　そういうことを知らないと、このストレス・

チェック・リストというのは間違って過敏に使われ

ても困りますから、全体の傾向の推移というのを見

たいというのがあります。ただ、その中でも、やは

りいじめを頻繁に起こすような子どもたちというの

は抜きん出てるなということが、ここでご覧いただ

ける。

　そうすると、どれくらい離れてくると危険かとい

うのを、たとえばこういうデータを蓄積する中で、

ある程度目安が得られるようになる。そのための基

礎的なデータの収集ということが、こういうチェッ

クリストのようなものでは要るということです。

　同時に、これは記名式でしているものですから、

そういう集団としての特徴の比較ということの中で、

今のように基準を作っていってある個人の傾向を見

ていく、という使い方があります。その中身ってど

んなものなんだろう。「みんな同じかな」というとこ

ろで見たのが、次の表６です。

　Ａ、Ｂという６回中６回とも高頻度のいじめをし

ていたという、これは全く個人の傾向なんです。こ

のＡさん、Ｂさんという２名。それからその次のと

ころは、15名引く２名、ＣからＯまであります。こ

このところにＡ、Ｂの２人を除いた分があります。

これはずっとストレス度の数字が、そのまま得点で

あがっています。

1年1学期�
secondary
�grade1-1

1年2学期�
secondary
�grade1-2

2年1学期�
secondary
�grade2-1

2年2学期�
secondary
�grade2-2

3年1学期�
secondary
�grade3-1

3年2学期�
secondary
�grade3-2

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3
全体�total

いじめ加害高継続群
continue�to�bully�
hard�(2)

いじめ加害継続群
continue�to�bully�
(15)

いじめ加害低継続群
continue�to�bully�
less�(184)

いじめ加害無継続群
never��for�3�years�
(89)

不機嫌怒りストレス×いじめ加害の継続状況

　aggresive�stress�by�continuity�to�bully

1年1学期�
secondary
�grade1-1

1年2学期�
secondary
�grade1-2

2年1学期�
secondary
�grade2-1

2年2学期�
secondary
�grade2-2

3年1学期�
secondary
�grade3-1

3年2学期�
secondary
�grade3-2

12

11

10

9

8

7
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5

4

3
全体�total

いじめ加害高継続群
continue�to�bully�
hard�(2)

いじめ加害継続群
continue�to�bully�
(15)

いじめ加害低継続群
continue�to�bully�
less�(184)

いじめ加害無継続群
never��for�3�years�
(89)

無気力ストレス×いじめ加害の継続状況

　apathy�stress�by�continuity�to�bully

図12：ストレスといじ

め加害の継続状況

Figure�12:�stress�and

continuity�to�bully�oth-

ers

※高継続群は、すべての時期に、

何らかのいじめを「週に１

回以上」行っていた者、継

続群は同様に「月に２～３

回」以上行っていた者、低

継続群は「今の学期になっ

て１～２回」以上行ってい

た者

上が不機嫌怒りストレス、

下が無気力ストレス

top-aggression,�bottom-

apathy
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　これを見ますと、このＡさんの場合は「６、９、５、

５、３、３」と、明らかにストレスが高いです。と

ころがもう１人のＢさんのほうは「９、12、９、10、

９、10」ですから、そんなに高くないんです。

　ということは、しょっちゅういじめてる子どもと

いっても、その原因はストレスだけでは説明できな

い。とすると、このＢさんというのは何なんだろう。

生まれ持っての性格かもしれません。この辺は実際

にさらに直接に面接をする、そんなことは可能かど

うかわかりませんけれど、そんなようなものをやっ

ていく中で、ストレスによる影響力というのはどの

程度かというのが見えてくる話になります。Ｃから

Ｏまでのところを見ていただいてもそうです。スト

レスが明らかに高い子どももいるし、そうじゃない

子どももいる。

　ただ、この十何人くらい集まってくるとわかるの

は、概してストレスの高い子どもがいじめに加わっ

ているということです。だから、ストレスだけで説

いじめ加害高継続群
continue�to�bully�
(15-2)

いじめ加害高継続群
continue�to�bully�
hard(2)

3年2学期
secondary
grade3-2

333334O

566756N

768884M

97129127L

855433K

6557611J

8469910I

556556H

353455G

458546F

544639E

910910119D

124.7310C

109109129B

335596A

3年1学期�
secondary�
grade3-1

2年2学期�
secondary�
grade2-2

2年1学期�
secondary�
grade2-1

1年2学期�
secondary�
grade1-2

1年1学期�
secondary�
grade1-1

いじめ加害高継続群
continue�to�bully�
(15-2)

いじめ加害高継続群
continue�to�bully�
hard(2)

3年2学期
secondary
grade3-2

55658.O

76101199N

881091211M

1081291012L

981010119K

77129912J

1097888I

687658H

454685G

535589F

654556E

9999129D

126.75.C

3567109B

5558105A

3年1学期�
secondary�
grade3-1

2年2学期�
secondary�
grade2-2

2年1学期�
secondary�
grade2-1

1年2学期�
secondary�
grade1-2

1年1学期�
secondary�
grade1-1

表６：ストレス得点と

いじめ加害の継続状況

Table６:�stress�score

and�continuity�to�bully

others

上が不機嫌怒りストレス、

下が無気力ストレス

top-aggression,�bottom-

apathy
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明することはできない。だけれども、かなりの部分

はストレスというものを考慮することができると

いうのが、こういう個別のデータが集まることの中

で初めて、わかることだということです。

　あえてプライバシーの問題を、われわれがちょっ

と懸念しつつも、そこまで踏み込んでやっている理

由というのは、こういうものを蓄積していかない限

り、本当のところまではなかなかわからない部分が

あるということだからです。

③ストレスと不登校との関わり

　それから、図13。これも個別にデータが出てくる

こととの中から、初めてできることなんですが、こ

れは長期欠席日数とストレスの得点とを見てみたも

のです。一番悩ましいことの一つなんですが、長期

欠席しているお子さんというのは、学校に来ないこ

とが多い。ということは、たまたまアンケート調査

にも答えないことが多いということになります。

　実は、この下のほうの説明にあるんですが、この
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図13：長期欠席日数とストレス得点　

Figure13：non�attendance�days�and�stress�score

※1998年度中学１年生の、1999年度（中学２年時）における長期欠席者は32名（男子15名、女子

17名）おり、そのうち４～７月に欠席していなかった者は12名、さらに３年間、刑６回の記録が揃

う者は名であった。上の図は、その３名についてのものである。
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３名をどういう基準で選んだかというと、恣意的に

選んだわけではありません。1998年の中学校１年生

のうちで、まず99年度に長期欠席をした子どもが32

名います。変化を見たいということですから、最初

から欠席していた場合だと、その前がどうなのかと

いうことが問題になりますので、学年の途中から、

２年生の途中から休み始めた、つまり４、５、６、７

月は休んでいなかった、２学期になってから休んだ

という子どもだけを選びます。そうすると、12名に

なります。

　しかも、その12名の中で、この３年間に６回とも、

運良くストレス・チェック・リストを受けていたと

いう子ども。もちろんこれは適応指導教室で受けた

というケースもありますので、一概に学校での状況

が見えるとは限りませんが、そうやって見てみます

と、とにかくこの３名が選ばれてくる。この３名を

見たときに、何がわかるか。たった３名ですから、こ

こからだけではまだ本当にはわからないんです、正

直な話。

　ただ、たとえば、これは上から順番に事例１、事

例２、事例３。左が攻撃的なストレスで、右が無気

力のストレスということですけれども、無気力のス

トレスの度合いというのは、かなりあるのかな。既

に不登校になる前の２学期くらいから、出てくるな

というのがわかります。これは、一番最初が１年生

の６月。たとえば事例１なんかだと、１年生の６月

のときのストレスの程度、無気力ストレスは、右の

ほうを見ていただきたいんですが、そんなに高くな

いです。ところが12月になると、かなり高くなりま

す。２年生の１学期も、かなり高いですね。２学期

になって、不登校が始まります。

　というようなことがあるので、もしこういうデー

タがたくさん集まってくるようだと、たとえば無気

力ストレスというものと不登校との関係があるとす

るなら、たとえばこの子どもに関して、２年生の１

学期の段階で適切な対応が取れれば、不登校になら

なかったかもしれない。ただ、これは本当に数が少

ないので、こういうものをとにかく集めていくしか

ないんです。こういうものを蓄積していく中で、見

るしかない。

　それから今度、事例２の子ども。この事例２の子

どもの場合、無気力のストレスはむしろ２年生には

下がるんです。ただ、その下がり方は著しいですよ

ね。何で下がっているんだろう。これは本当のこと

を書かなかったのかもしれない。あるいは本当に書

いてもそうなのかもしれない。

　ただ、こういう著しい変化があった子どもという

のがポイントになるかもしれません。上がるにしろ、

下がるにしろ、理由もなくそんなに大きな変動が起

こるということはないので、何かあったんじゃない

かなというふうに考えることができるかもしれませ

ん。ですから、その変化の大きい子どもというのを

手掛かりにするということはできるかもしれません。

また、攻撃的なストレスは、不登校の前後を含めて

かなり高いことがわかります。

　それから事例３というのは、３年になっても不登

校が続いている。そういうお子さんなんですが、こ

のお子さんもパターンとしては、割と事例１に近い

ような形で、１年生のときはいいんですが、だんだ

ん無気力とかそこら辺が高くなってきて、それは変

わらないままだと。それが下に下がらないですね。

事例１の場合は一応、学校に復帰しているときには

ストレスも下がってますので。

　グラフの見方について、説明不足でしたね。棒グ

ラフが欠席日数になります。欠席日数の数字は、左

の軸をご覧ください。それから丸がストレスの程度

です。これの目盛りは、右のほうを見てください。

　こんなような傾向というのが、記名式でやってい

く中で、たとえばこういうものがわかるということ

です。質問の中に、こういうストレス・チェック・リ

ストを使って、個別にどういう指導をしていったら

いいんでしょうというようなものも、実は随分いた

だいているんですが、これは３年分のデータがた

まってやっとここまでのことが言えるので、個別の

指導のことを考えていくのは、あと３年くらいお待

ちいただくと、もう少しまともなことが言えるかも

しれません。

　ただ、実は個別の対応というもの、このあと荒木
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先生のほうからお話いただく中でも、また触れられ

ると思うんですが、この個別の対応をするというこ

とは、これもまた悩ましいことなんです。

　いきなり呼びつけて、「おい、おまえ。何かないか」

と言われたら、生徒はびっくりしちゃいますよね。

「何でですか」「いや、おまえこの前アンケートに書

いただろう」―そんなことをやられたら、子どもた

ちは「本当のことを書いたら、呼びつけられるから

嫌だ」ということになってしまいますので、その意

味では簡単にそれを先生方に見せていくということ

がいいこととも限らない。

　むしろ、子どもたちが安心して書けるようにする

ために、さっきのアンケート（151～158頁）を子

どもたちが書き終わると同時に、すぐに封筒の中に

入れて、その場で本人が後ろに付いている両面テー

プで封をするようになってます。一切、先生は見な

い、結果を。名前が書かれた状態では見ないという

格好でやってます。だからこそ、「いじめをしてる」

と、こうやって正直に書くんです、みんな。また、ス

トレスの度合いも出てくる。

　そうすると、その信頼性を維持するためには、個

別のデータを先生に返して、「先生のところのだれそ

れさんは、ストレス高いから気をつけてくださいね」

と言うわけにはいかない。じゃあ、どんなふうにし

てそれを返していくかというのは、非常に難しい問

題にもなってきます。じゃあ今まで３年間、どんな

ふうにそれを活用していく格好にしてきたか。その

中で、教育センターがどんな役割をしてきていただ

いたかということで、荒木先生にご説明いただきま

す。

〔チェック・リストの活用例〕

①龍ヶ崎市と教育センターの概要

【荒木】　龍ヶ崎市教育センターの荒木と申します。

どうぞ、よろしくお願いいたします。滝先生と４年

間にわたりまして、調査研究のほうを協力させてい

ただいているわけなんですが、まず龍ヶ崎市の概況

とか、それからセンターの役割等を先にお話しした

いと思います。

　龍ヶ崎市は茨城県の南部にございまして、成田空

港から20キロ。それから筑波研究学園都市から20

キロ、ちょうど中間にございます。首都圏50キロ圏

内ということで、現状ではニュータウンが増設され、

かなりの人口増加地域となっております。ただ、市

には牛久沼が控えておりまして、本当に緑豊かな田

園都市というイメージが浮かびます。

　現在の状況ですが、市の人口は現在は７万5000人

ほどございます。ニュータウンが開発される前は、

４万3000人ということですので、かなり増加してお

ります。それに伴って小学校が５校、中学校が４校

新設されております。現在、小学校が12校、中学校

が６校になっており、この４月にももう１校、小学

校が新設される予定です。

　龍ヶ崎の教育センターですが、市単独で教育セン

ターがつくられるということは、非常に珍しいと思

います。平成５年にニュータウンの中に新しい学校

ができまして、それまで古く使っていた学校が閉校

になりましたので、そこを利用しまして教育セン

ターがつくられたわけなんです。

　子どもたちの問題がたくさん、それもかなり多様

化して、複雑化しておりまして、そういった中で学

校だけで抱え込んでしまうのは難しいという状況に

なっておりました。そこで、市全体の問題というこ

とで、教育センターを設置して全体でかかわってい

こうという形が、教育センターの役割でございます。

　主な事業内容でございますが、特に３つの事業を

推進しております。教育相談事業が最重要事業なん

ですが、これは来所相談とか、電話相談とか、それ

から訪問相談等を行っております。また適応指導教

室もございまして、市内の不登校の子どもたち、さ

らには市外からも子どもたちが通ってきております。

　それから、次に研修事業ということで、教員を対

象にしたカウンセリング講座。初級、中級等です。そ

れからいじめ問題の懇談会、教育会。そのほか、市

民対象のコーナーもございまして、非常に珍しいの

ではないかなと思うんですが、「親が行うカウンセリ

ングの進め方」ということで、初級、中級の講座を
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開いております。

　さらに今年度は、この調査を基にして、ボラン

ティア相談員養成講座ということで市民の方をボラ

ンティア相談員として養成しようということで進め

てます。さらに学校訪問等、かなり学校にお伺いす

る機会がありますので、そうした際に支援・指導を

行っております。

　３つ目でございますが、調査研究事業ということ

で、こういった学校生活に関する調査、それから人

間関係つくりの指導資料の作成ですとか、そのほか

県から委託されているものでＳＳＰというようなも

のです。それから心の教室相談員ということで、か

なり広範囲にわたって行っております。

　職員のほうは私と、それから指導主事、併せて２

名という形で、そのほか教育相談員ということで、

５名の方がいらっしゃいます。教育相談のほうは臨

床心理士、それから学校心理士、それから教育カウ

ンセラー、産業カウンセラーを経験した方もいらっ

しゃいます。そのほかボラン

ティアの大学生が４人。そし

て心の教室相談員５名の方が、

ときどきですが来て協力いた

だいております。日々、だいた

い５、６人で活動しています。

②センターの取り組み

【荒木】　それで「学校生活に

関する調査への取り組み」と

いうところで、ストレスばか

りじゃなくて、滝先生の方で

提供いただきました調査用紙

をもとに、市内全部の小中学

校の小学校４年以上、中学校

３年生まで、調査を年に２回

ほど実施しております。この

調査に取り組んだ背景としま

しては、子どもたちの実態を

明らかにしていきたいという

こと。それから変容している

姿をとらえていきたいということ。それに、やはり

いじめ問題と不登校問題の解消に少しでも役立てて

いきたいということがございまして、滝先生の協力

を得て取り組んでいるところでございます。

　私自身、以前中学校に勤めておりまして、学校の

中で１人１人の先生方の力だけでは限界があると感

じておりまして、みんなの力を合わせて学校全体を

そういったいじめを起こさない、不登校を起こさな

い学校つくりに変えていく必要がある、ということ

を考えておりましたので、そういうことも含めて協

力をいただきました。

　調査の流れでございますが、配付資料のNo.6の部

分（本頁下）ですが、これは６月の実施分だけのも

のです。この調査を実施するまで、私が教育セン

ターに４月に移りましてすぐに調査を実施したいと

いうことで、各方面に働きかけをしたわけなんです

が、なかなか時間がなかったものですから、市の教

育長へも直接お願いをいたしました。そこからトッ

調査の流れ
　＜６月実施分＞

　５月初旬 学校長会での主旨説明

「生徒指導の現状と課題」について

学校生活に関する調査

学校基本調査等をもとに

　６月初旬 調査用紙の配布・実施上の説明（各学校を訪問して）

保護者用文書の送付

　６月下旬　調査実施（各学校）

　７月初旬 調査用紙回収��国研へ送付

国研でのデータの入力

　７月下旬 データの受け取り（フロッピー）

集計表の作成と学校への送付

（市学年男女別集計表及び其の校の学年男女別集計表）

　８月 データの分析・報告書作成

　９月 報告書の送付
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プダウンのような形で調査を実施しようということ

で、校長会で私の方から説明をいたしまして、実施

できるという形になったわけです。

　内容としましては、５月の初めにありました校長

会におきまして、その趣旨を説明いたしました。特

に生徒指導の現状の課題ということで、不登校の状

況や、それからいじめの問題等、抱えている問題に

ついて、それをぜひ解消する、減らすために協力い

ただきたいということで調査を依頼いたしました。

　ここに書いてありますのは、２年目以降の流れで

ございます。生徒指導の現状と課題ということで、

生活調査を基にした現状を報告をして、こういった

取り組みがあるだろう、またこういった取り組みを

各学校でやっていただいている、ということの状況

なども提供いたしました。

　６月初旬に入りまして、調査用紙を配布いたしま

して、実施用の説明も併せまして、私が直接、学校

の方へ伺って、そのやり方ですね、細かいところに

ついてご説明申し上げました。特に異動がかなり激

しい地域ですので、そういう意味では校長先生方の

理解を得るということで、また教頭先生方も話を聞

きたいということで、直接出向いて、趣旨について

も説明作業をいたしました。

　それから保護者へも、やはりそういったことを報

告をしていただきたいということで保護者へも趣旨

説明の紙を配りました。６月下旬に調査いたしまし

て、７月初旬には教育センターのほうで回収いたし

ました。そしてそのままを国立教育政策研究所のほ

うへ報告いたしまして、国立教育政策研究所のほう

でデータ入力をしていただき、教育センターのほう

でそれを基にＳＰＳＳという統計処理ソフトを使い

まして単純集計表を作成いたしました。簡単なもの

なんですが、こちらは市全体のものとそれから学校

のものと、お渡ししまして、比較できるような形で

最初の集計表をお渡ししました。

　その後、教育センターのほうでは分析等を行い、

報告書という形で、配布は９月に入ってしまったん

ですが、「学校生活に関する調査報告書」という形

で、学校に配布いたしました。

　また、生徒指導連絡会議というものを年に６回ほ

ど行っておりますので、９月にはその報告書を基に、

そちらで説明を申し上げたり、それから学校の取り

組みへの支援を行ったりという形を続けております。

　実際の学校での活用例、一部でございますが、配

付資料のNO.6にもございます（139頁）が、まずね

らいとしまして、先生方の意識を少しでも変えてい

ただきたいということ。調査結果を受け取って、「こ

れは当たり前だよ。わかっていたよ」というような

ことはもちろんなんですが、そういったことが客観

的にとらえられたということで、何をすべきかがや

や明らかになってくるのではないかなと考えており

ます。そこで、教育センターの方では、あまり分析

をしすぎないように、さらには学校が主体的に分析

をできるような形で支援していきたいと考えており

ました。

　各学校では、その受け取りました調査結果を基に

しながら、主に各学年のほうで市全体との比較を行

いながら、さらにはこのデータだけではなく、日頃

先生方が観察されていることを併せて、その相異点

や、そんなものだろうなというところを考えながら、

子どもたちの願いを把握していくということ、ここ

からスタートいたしました。そして、それを基に、各

学年の課題といいますか、テーマを設定いたしまし

て、そしてそのテーマを普段の授業の中で、それか

ら学級経営の中で、どういうふうにしていこうかと

いうことを考えていくようにしました。

各回の報告書
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　特に小学校から中学にかけてストレスが増えて、

さらに不登校の子どもたちが増えるという状況の中

で、小中の連携のあり方とか、相互の授業交換をし

ようじゃないかとか、そういったいろんなアイディ

アがこの辺から生まれてきたと考えています。

　それから、児童生徒への働きかけということで、

この調査の結果を教員だけでなく子どもたちにも返

していきたい。そして子どもたちが児童会や生徒会

の中で、何をしていったらいいのかという、その考

えを示唆するようにしました。また保護者とも連携

をしながら、特に家庭のストレスということがござ

いましたが、そういったものを含めて保護者が考え

ていくこと、学校がすべきことを協力依頼しました。

　また、かなりストレスをためている状況がでてお

りましたので、緊急に各学校に相談体制を整備して

いただきたいと。これについて

は、心の教室相談員ですとか、

市の教育相談員が伺ってという

こともできますが、学校の中に

もこういった相談できる人をぜ

ひ養成していただきたいという

こと。そういうことも含めて、

学校のほうでは全部ができると

いうことではありませんが、本

当に実態をもとにできるところ

からスタートしようと、少しず

つ、進めてまいりました。

　教育センターとしては、じゃ

あどんなことをやってきたかと

いうことなんですが、学校への

支援といたしましては、報告書

はもちろんなんですが、そのほ

かもっと詳しい資料がほしいと

いうこと、そういうことも提供

いたしました。子どもの名前で

すとか、そうしたことについて

は情報を開示しなかったんです

が。

　さらに、ある中学校のほうで

先行的に取り組みを始めておりましたので、そちら

を紹介して、もちろん研究指定をしてですね、そう

いった授業を公開していただいたり、学校を開いて

いただいて、そういった啓発も行っています。

　また、先程言いましたように、生徒指導連絡会議

という会議がございますので、市内の小中学校の生

徒指導主事が全員集まりますので、そういった機会

にこういった調査をかける仕方等についての話し合

いもしようと。また学校訪問とか研修会等も折にふ

れて、この学校生活調査を基にして具体的な取り組

みを進めていただけるよう依頼しています。

　さらには、区内の家庭教育学級ですか、それから

ＰＴＡ懇談会等で「（話をしに）来ていただきたい」

という話もございまして、こういった中で家庭の保

護者の方に状況を説明して、家庭での役割等につい

学校での活用例

　①調査結果についての共通理解

　②各学年の調査結果について考察

　　ア　日常の教師の観察等によるとらえ方と調査結果につい

て　　　　（同一点や相違点）

　　イ　市全体との比較

　　ウ　子どもの願いの把握

��③学年の課題の把握

　④学年のテーマ設定による日常的継続的な取り組み

　　ア��授業では

　　イ��道徳・特別活動では

　　ウ　学級経営では

　　エ��部活動では

　⑤　児童生徒への働きかけ

　　ア��調査結果の提示

　　イ��児童会・生徒会活動での取り組み

　⑥　相談体制の整備

　　ア��相談窓口の設置と周知

　⑦　保護者との協力

　　ア��調査結果の提示

　　イ��ＰＴＡでの取り組み

　⑧　第２回調査　変容と課題
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てお話しをしたり、またちょっと前後してしまって

申し訳ないんですが、第１回の調査を行った段階で、

かなり人間関係がうまくできてないなということが

明らかになりましたので、これは教師に対してです

けれど、構成的グループ・エンカウンター等の資料

集を作成したり、またその実技指導を実際に学校で

行い、学校の現場で実践していただくということで

進めております。

　さらに、現在では心の教室相談員が教育センター

のほうから各中学校へ配置されておりますので、そ

ういった情報公開や、それからそのデータを基に、

気になる子どもたちへのかかわりということで、教

育を進めております。

　また先程、市民講座もあると言いましたが、ボラ

ンティア相談員の養成ということで、来年、小学校

で、全部の小学校へボランティア相談員を配置して、

子どもたちの相談にのったり、保護者の相談にのっ

ていきたいと考えております。

〔調査を活用した取り組みの必要性〕

【滝】　はい、ありがとうございます。私どもの研究

所のほうからアンケート用紙を配って、それでアン

ケートを収集して、あとは知らんということではな

くて、これはあくまでも共同研究ですので、実際に

それをできる限りセンターで活用していただくとい

うような格好でやっておりまして、今お話しいただ

いたわけです。

　ですから、一つは、その追跡調査の中で、そうい

うストレス・チェック・リストを使って、どんな指

導が今後できるのか、予防的なことができるのか、

ということである。と同時に、こういうような調査

を定期的に行うことの中で、学校経営、生徒指導と

いうのをどういうふうに組み立てていけるか、とい

うことを並行してやってきたわけでもあるんですけ

れども。

　この辺、何かオーストラリアのほうでも、やっぱ

りこういう調査を踏まえて、学校を経営していくと

いうことの重要性について、どんなふうにお考えか

ということを、ちょっとお願いします。

【スリー】　今、滝さんと荒木さんが説明していただ

いたような、そのストレス・チェックは私たちに

とっても、それは重要なアイデアでして、先に調査

をするということは、私が採用してますピースパッ

クでも言えることです。

　荒木さんがおっしゃったように、オーストラリア

でもいろいろな学校の校長先生がピースパックを採

用していますし、ピースパックの基になっている最

初の調査という点に力を入れております。

　今、紹介された調査は1998年に始められまして、

その追跡調査です。同じように、ピースパックも最

初にpreparation（準備）という形で調査する、子ど

もの実態を調査するという形ですけれども、それを

学校の子どもたちにやり、それが準備段階になって

おります。

　龍ヶ崎市の中には、中根台中学もあります。ご存

じのように中根台中学ではピースパックを採用して、

教師が学校全体でいじめ防止に取り組んでいますけ

れども、その一番最初の段階に調査をするという点

で、大事なことだと思います。

　ストレスに関する調査ということで、私どももい

ろいろな形で行っていますけれども、子どもたちが

書いたいろいろな作文から、今日はその一つをご紹

介したいと思います。８年生の男の子が書いた文章

です。「私は学校が嫌いです。私は学校でうまくやれ

ない。クラスの中の生徒たちが嫌いだ。ときどき、私

はもう遠くに行きたい気持ちになるし、自殺をして

しまいたい気持ちになる。このことをだれにもしゃ

べれない。しゃべる人がいないと、私は感じます」。

　これを読んだ先生も、それは悲しい気持ちになる

と思うんですけれども、この引用した作文から次に

どんな予防策を取るかということを考えるのに、こ

の作文はとても役に立つのではないかというふうに

考えております。１回調査をやったらそれでおしま

いということではなく、また１年半後に同じような

調査をする。そうすると、いじめの割合はどうなる

かといいますと、そういう予防策を取る、そして調

査をするということで、実際にいじめが40％も減っ
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たというような事実もありました。

　いじめが減るということは、子どもたちに学校に

いて安心できるという環境をつくりますし、その予

防策を取るということが、子どもたちの生活にとっ

ても、やっぱり学校は安心できる場であるというこ

とになると思います。

　滝さんとの共同研究は私たちにとっても、とても

意義深いものです。こういう調査をすること、今日、

わかったこと。今日、得た知識をまたオーストラリ

アに持ち返りまして、私たちの学校に合わせて、私

たちの生徒に合わせて対策を講じていきたい。その

ための貴重な資料を、今日はいただいたというふう

に考えております。

　この共同研究は、私どもにとっても、日本にとっ

ても、お互いに重要なものだと考えています。この

調査結果は、両国にとって、一歩進めて子どもたち

に予防策を取るという点で、重要なものだというふ

うにとらえています。

【滝】　ありがとうございました。何かいかにも「さ

あ、もう終わるぞ」という雰囲気がでてきたんです

けれど（笑）。ちょっと補足しないと、わかりづらい

かもしれません。このピースパックというのは、実

はスリー博士が開発したいじめ防止プログラムでし

て、ピースというのは、Preparation（準備）, Education

（教育）, Action Planning（行動計画）, Coping（対処）

Evaluation（評価）という５段階の頭文字だったんで

す。

　実はそのピースパック・プログラムというものの

５段階の考え方、あるいはその調査をして、取り組

みを決めてやるという話は、先程、荒木先生のほう

からも紹介されましたが、学校にアンケートを返す。

そこの中で課題を見つけて、そのテーマに向かって

取り組んでいく、というところまで、そのまま使っ

ていただいている考え方でもあるわけです。

〔３回のフォーラムの位置づけ〕

【滝】　３年にわたって、このフォーラムを続けてき

たんですが、３回のフォーラム全部に参加いただい

た方には、３回のプログラムの全容がおわかりいた

だけるかと思うんですが、そうでない方にはちょっ

と補足をしないといけないと思います。
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　実は、96年のいじめ問題国際シンポジウムから、

やっぱり日本でももっと積極的に、いじめの阻止に

取り組まなければいけない、とはいっても、海外の

まねではダメである、それはいじめのとらえ方が違

うからだ、というところから出発したんですね。

　そこでまず98年度、つまり「フォーラム1999」の

ときです。そのときに97年から準備したわけなんで

すが、ピースパック・プログラムを参考にしながら、

ピースメソッドという形でその５段階を使いつつ、

実は今日のストレス・チェック・リストの原型に

なったものをやり、対策を考える。しかも、子ども

たちにアンケートの結果を返す格好でやる。その

ピースメソッドという形で、ピース・パックの日本

版の形で、オーストラリアのアイディアに合わせた

格好でやってきた。それを報告させていただいたの

が、「フォーラム1999」になります。

　実際、その成果が、今日も新潟県のほうから何名

かいらっしゃっていますが、実は新潟県教委のほう

で99年度の４月から、新潟県版のピースパック・プ

ログラムというような形で、そのピース・メソッド

に基づき、新潟県の実践を含めて、冊子をまとめて

いただきました。それで、今年度４月から新潟県の

全小中学校にそれが配布されて、それぞれの学校で

取り組むように、という格好で動いているわけです。

　と同時に、そのチェック・リストというのは１回

やっただけでは正確なことはわからないということ

で、追跡をしてきた結果を、今日、「フォーラム2001」

のほうでお話しをさせていただいているわけです。

　それと同時に、この中で、先程からもちょっと出

ておりました、ストレスが問題だというのはわかっ

たと、「そうか、ストレスが問題なんだ」ということ

の中で、先程、ご意見というか質問の中に書いてい

ただいたものに入ろうと思うんですけれども。要す

るに、今、子どもたち自身が軟弱になったという部

分というのもあるんじゃないか。それを単純にスト

レスがあるからと言ってもっと甘やかすというので

はまずいんじゃないか。もっと子どもを育てられな

いか。また、ストレスの原因って、勉強だけじゃな

いんじゃないかと。たとえば人間関係の問題もある

んじゃないかというようなところがあります。

　実はその辺のところで、子どもたち自身の耐性、

そういういろいろなことに対するがまん強さみたい

なものもなくなっている。人間関係の苦手意識とい

うのも出てくる。それをどう克服するかということ

ですが、実は、昨年の「フォーラム2000」で取り上

げたピア・サポート・プログラムというのが、それ

なんですね。

　要するに子ども同士の関係の中で、彼らが人間関

係というものに慣れるように、親しめるように。そ

の人間関係を通して、むしろ他人とかかわることが

喜びであったり、自信をつけたりというような格好

のほうに、学校づくりもやっていっていただきたい

という。つまり「ストレスがある。だからかわいそ

うだから、もっと優しくしてあげましょう」ではな

くて、それをやっぱりいいほうに変えられるような

力も、同時に子どもの内に作っていきたい。

　ですから、私の頭の中ではその３つは、それぞれ

の切った角度としては全く違うんですが、やはりス

トレスというのがメインにある。その実態を追跡調

査をしつつ、同時にそれを使いながら学校を変える

プログラムとして、学校の生徒指導をどう変えてい

くかというプログラムとしてピース・メソッドがあ

る。と同時に、（ストレスに弱い）子どもたちにどう

働きかけていくかということで、ピア・サポート・プ

ログラムを入れていくという。

　要するにその３つを、同時進行で走らせる。とり

あえず、国立教育政策研究所がどういう形で学校に

寄与できるかという話で、この３回のフォーラムを

続けてきたということですね。

　ちなみに、このピア・サポート・プログラムに関

しては、昨年度のフォーラムで取り上げたあとに、

今度、福岡県のほうで、県として取り組むという形

で、今、推進校を作ってやっていただいております。

そうやって委託校をつくりながら広めるという格好

になっています。

〔チェック・リストを使うにあたって〕
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【滝】　それで私の希望ですが、今回のこのチェッ

ク・リストを、先生方個々人が、たとえば学級担任

が自分のクラスの子どもにやって、「ここのところが

問題だ」というふうにやっていただきたいわけじゃ

ないんですね。そういう個別の個々の教師の対応で

はなくて、学校全体の雰囲気の問題が大きい。

　たとえば、この子どもたちの、そういうストレ

スって考えてもそうですね。担任が別に問題な態度

をとらなくても、廊下などですれ違うときに数学の

教師が子どもに向かって「お前、ちゃんと勉強して

いるか」と言っちゃったらどうか。担任はストレス

にならないよう配慮していても、学校全体の雰囲気

が辛い、という可能性もあるんです。

　そうすると、やっぱり学校全体として、たとえば

そういう問題をどうとらえるか。ストレスの問題を

どう捉えるか。ストレスの問題は、勉強よりも友人

関係なんだと。じゃあ友人関係にどうやって取り組

むのか。学校として取り組んでいただかないとまず

いわけですね。

　ですから、今回のチェック・リストを、今日お集

まりのいろいろな都道府県の方々に活用していただ

きという希望は非常に強い。同時に、それをお手伝

いしていくことが、生徒指導研究センターの課題の

一つだと思っています。けれども、間違ってもそれ

を個人レベルで、先生たちが安易にやるということ

であってはならないだろう、と考えています。

　今回の報告からもわかると思いますけれど、プラ

イバシーの問題みたいなものに対して、非常に慎重

でなくてはいけない。これを安易に使って、安易に

子どもたちの目にも触れるところで、個人名がわか

るようなものが放置されているようなことがあった

のでは、これも困る。

　その意味でも教育センターのようなところがしっ

かり関わって、そのデータを保管し、必要に応じて、

たとえば養護教諭であるとかスクールカウンセラー

にだけ、そういう注意していただきたい子どもの名

前を教えて、というような体制を作らなければいけ

ないんだろう。実はそうなると、考えていかなけれ

ばいけないことがまだまだある。

　またこのデータを調査して、集計するときに、現

時点では国立教育政策研究所のほうが集計というか、

データの入力を主にお引き受けして、それで分析な

んかはセンターにお願いしているんですが、そうい

う分析できるだけの能力や、自分たちのところで

データ入力を、プライバシーを守りつつできるよう

な体制を作るということも必要なわけです。

　ですからまだまだ、これを実際に立ち上げてやっ

ていくためには、各県の方でかなり模索をしていた

だくと同時に、その中でやっていかなければいけな

い。ただそういう形で、具体的に取り組まなくては

いけない時代にもなってきてる。

　前回のフォーラムまでに提案してきた２つを、そ

れぞれの県で取り組んでいただいたように、やっぱ

りこのチェック・リストの問題も、前向きに都道府

県レベルで取り組んでいただくところが現れて、そ

こで私どもの、これはあと３年くらい続けていく予

定ではいますけれども、そういうものと合わせて

いったものの中で、ある程度の目安というんですか、

使用のガイドラインであるとか、データ収集のガイ

ドラインみたいなものを作っていく。また、そうい

うものをたとえばピースメソッドとか、ピア・サ

ポートとどう組み合わせていけばいいのかというこ

とも含めた話も、今後また生徒指導研究センターが

お手伝いする話になってくるのかな、というふうに

は思います。

　そんなことで、これまで３年間のフォーラムの復

習と同時に、今回のストレス・チェック・リストが

どういう位置にあるのか、またそれがどういう可能

性があるかという話だったんですが、最後に一言だ

け、私のほうでまとめて終わりますと、私はこのス

トレス・チェック・リストを、きれいな言葉で言う

と「心の体温計」と言ってるんですけれども。

　私なんかしょっちゅう風邪をひくものですから、

お医者さんに行くと必ず体温を計るんですね。実は

風邪じゃなくても、必ず体温を計られるんだと。つ

まり体温というものは、体の中の異常をとにかく敏

感に反映するものである。だからといって、体温が

高いとすぐに問題があるのか。そうではないですね。
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たとえば運動したあとなど、高くなります。ただ、そ

の体温の変化みたいなものをきちんと記録しつつ、

その変化をていねいに見ていく中で、何か特別な事

情があるかもしれない、そんな手掛かりが得られる

可能性がある。

　だから、体温が高い、即、病んでいる。そんなこ

とはまだわからないんです。ただその手掛かりには

なる。と同時に、私は学校の先生方に、こういう

チェック・リストがあるから、これですべての問題

が分析できる、という期待はしてほしくないんです。

そんな立派なものはないです、これは。体温計程度

です。

　「じゃあ、体温計程度じゃ仕方がない」というふう

にはお考えにならないでいただきたい。そこから先

は、私は研究者ですから、こういうアンケートに書

いてきたものしか見られないんです。先程あげた、

Ａさん、Ｂさんというのも、私は直接顔を見ること

ができません。

　ところが、今日お集まりいただいている大半の方

は学校現場にいらっしゃる方ですから、教育委員会

も含めて。直接、顔を見ることができる。そこで「今

日は元気がないぞ」と声をかけていただくことで、

ひょっとすると、そこにかかっているストレスが、

声をかけただけで下がる可能性があるわけです。た

とえば、それをきっかけに話し合いが始まるかもし

れない。

　ですから、学校の先生というのは、現場にいて子

どもたちと直接対峙できる位置にいることを、もっ

と大事にしていただきたい。ただ、日常的な経験の

中で、むしろ「ああ、あいつは大丈夫だ」と思い込

んでしまったりしないように、こういうものも合わ

せて使っていただく中で、自分の経験や自分の勘だ

けに溺れてしまわないように、ということに意味が

ある。だからそういうお手伝いを、私たちはしてい

る。

　ただ、最終的に子どもたちを育てていくことがで

きるのは、本当に現場にいる先生方で、また同時に

それを一緒になって支える保護者の方々だというこ

と。生徒指導研究センターにいて、常に感じるのは、

やっぱりものをいうのは本当に直接子どもとかか

わっている人たちであって、決してこういうものを

開発したとか、こういう法律ができたということで

はない、ということを思っているわけです。

〔最後に〕

【滝】　さて、発表者の方々に一言ずつとも思ってい

るんですが、大丈夫でしょうか。じゃあ、最後に短

くお願いします。

【ハーヴェイ】　調査の結果からわかったことですけ

れども、オーストラリアでもストレスといじめは密

接に関係があるということがわかりました。この調

査からわかったことは、私たちにとっても新発見で

す。ストレスといじめが、密接に結び付くというこ

とです。

　そういう意味で、この共同研究と今日の話し合い

は、私たちにとっても非常に意義あることでした。

「どうも、ありがとう」

【滝】　では、あと荒木先生。

【荒木】　３年にわたる結果を検討してきたわけなん

ですが、さらに今後３年間、小学校４年生が中学校

の３年生になるまで、ぜひ行っていきたいというこ

と。それと、実は少しずつではあるんですが、学校

との個別の事例についても検討という形で進めてお

りまして、学校からの個別の事例への問い合わせ等

もございまして、こちらのストレスと学校生活の関

係という結果を基に、学校の学年主任を始め、担任

の先生方と話し合いをしまして、そういった中で、

その子どもにどういうふうにこれから対応していこ

うか、指導していこうかということで、不登校解決

に向けて取り組んでいる状況です。さらにこれを進

めていけたらなと考えております。

【滝】　はい、ありがとうございました。時間を５分

ほどオーバーしておりますけれども、これで一応私

どもの第１部、第２部とも、終わらせていただきま

す。どうも、ありがとうございました。

（拍手）
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【司会】　どうもお話しをいただきました皆さん、あ

りがとうございました。では、閉会に際しまして、国

立教育政策研究所、生徒指導研究センター長、月岡

英人より、一言申し上げます。

【センター長】　滝研究官から繰り返し、生徒指導研

究センターの名前が出ましたので、本日皆さん方の

耳には馴染んでいただけたと思いますけれども、本

年１月６日に、国立教育政策研究所の中に、新しく

設けられた組織であります。

　本日は、その生徒指導国際フォーラムにご参加い

ただきまして、誠にありがとうございました。この

フォーラムは過去２回行ったと滝研究官が申し上げ

ましたように、１回目は「ピース・メッソドによる

生徒指導の取り組み」を、２回目は「ピア・サポー

トの技法を活かした生徒指導の取り組み」、そういっ

たことで取り上げてまいったところでございます。

　こういった研究所の試みが、全国各地の各学校等

における生徒指導の取り組みを、より深く効果的な

ものにしていく上での手がかりとして、いささかで

も貢献することができればと思うところでございま

す。

　この生徒指導研究センター、そして同時に教育課

程研究センターが国立教育政策研究所に設けられて

おりますけれども、これらのセンターでは文部省か

ら関係の教科調査官、そして、国立教育研究所から

は本日もコーディネーターを務めました滝研究官を

はじめとする関係の研究者によって組織されたとこ

ろでございます。これまでの文部省、あるいは国立

教育研究所の取り組みの成果の上に、教育課程の改

善、あるいは生徒指導の改善に関する基礎的な調査

研究のうえに、各学校等で行われております取り組

み等について、情報を収集し、専門的・実践的な調

査研究を積み重ねまして、これからの行政施策の決

定に反映させるとともに、関係の方々への援助、助

言というものも充実して行ってまいりたいというよ

うに考えてるところでございます。

　まだ何分、発足したばかりでございますけれども、

本日ご参加の皆さん方を始めとする多くの方々のご

支援とご協力をちょうだいいたしまして、取り組ん

でまいりたいと考えているところでございます。新

しいセンターの紹介にもありましたけれども、一言、

本日のお礼を申し上げまして、閉会の言葉に代えさ

せていただきます。どうも、ありがとうございまし

た。（拍手）

【司会】　それでは、どうも皆さん方、長時間にわた

り、ご熱心に聞いていただきましてありがとうござ

いました。以上をもちまして、フォーラムを終了さ

せていただきます。改めましてパネリストの皆さま

方、ありがとうございました。（拍手）

□クロージング□
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［資料］

・当日配布プログラム

（当日配付資料については、文中に表示）

・ストレス・チェック・リスト

　小学生用：がっこうせいかつしらべ

　中学生用：中学生の学校生活
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2001年２月６日（火）午後1:00～4:00

アルカディア市ヶ谷（私学会館）

国立教育政策研究所主催　

「生徒指導国際フォーラム2001」
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会　の　進　行

0:30 開 　 　 　 場

1:00 開 会 の 言 葉

所 長 挨 拶

1:10 第１部：日 豪 の 子 ど も の ス ト レ ス 状 況

（ 休 　 　 憩 ）

第２部：チ ェ ッ ク ・ リ ス ト の 活 用 法

3:55 閉 会 の 言 葉

フィリップ・Ｔ．スリー博士

　オーストラリアのフリンダース大学教
授。心理療法に基づいた豊富な臨床経験
を持ち、いじめ等の子どもの問題行動に
対する研究を行っている。
　『いじめ問題国際シンポジウム』（1996
年）以来、本研究所との交流は長く、『生
徒指導国際フォーラム1999』では、博士
が開発した「ピース・パック」について発
表した。今回は、「ストレス・チェック・
リスト」（英語版）を用いた日豪比較調査
のパートナーとして参加している。

著書：Child,Adolescent�and�Family�Devel-
opment,�Harcourt�Brace,The�P.E.A.C.E.�Pack,
など。

　ロス・Ｍ・ハーヴェイ博士

　同じくフリンダース大学の教授で、「ス
トレス・チェック・リスト」を用いた日豪
比較調査のパートナーの一人。スリー博
士とともに、オーストラリアの子どもの
ストレスに関する研究を進めている。

龍ケ崎市教育センター

　平成10年度より、国立教育研究所と
共同で、「がっこうせいかつしらべ」「中

学生の学校生活」を年に２回ずつ実施し

てきた。

　学年男女別の集計結果を各学校に提供す

るなど、生徒指導に役立てるための取り組

みや、児童生徒の経年変化を探るための資

料づくりに協力してきた。

滝　　　充

　旧国立教育研究所生徒指導研究室長と
して、生徒指導上の諸問題に関する基礎
研究、海外の研究者との研究協力、学校や
地方の教育センター等に対する援助・助
言を行ってきた。現在は、国立教育政策研
究所生徒指導研究センターの総括研究官。

著書：『ピア・サポートではじめる学校づく
り小学校編』（金子書房）、『学校を変える、
子どもが変わる』｛時事通信社）、など。

パネリスト フィリップ・スリー （ フ リ ン ダ ー ス 大 学 ）

ロ��ス�・ハ�ー��ヴェ�イ（ フ リ ン ダ ー ス 大 学 ）

荒　木　隆　史 （ 龍 ケ 崎 崎 市 教 育 セ ン タ ー ）

コーディネーター 滝　　　　　充 （ 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ ー ）
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ストレス・チェック・リスト（Stress�Check�List）

�子どものストレスや、その原因となる要因（ストレッサー）を測定するために、先行研究※を

参考にして国立教育研究所で開発されてきたもの。学校への適応度やいじめの経験、まわりか

らの支援の有無などの質問を含む「がっこうせいかつしらべ」、「中学生の学校生活」、「高校生

の学校生活」の３種類の調査票に組み込まれ、年に２回ずつ３年間にわたる継続的な調査を行

なうなかで、尺度の有効性や実践場面への活用法が探られてきた。
※岡安孝弘ほか「中学生の学校ストレッサーの評価とストレス反応との関係」『心理学研究』第
63巻、第5号、1992年
　岡安孝弘「メンタルヘルス・チェックリスト（簡易版）」宮崎大学教育学部編『児童生徒の問
題行動に対する実践的対応法の開発に関する研究』1997年
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pushing,�
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　　never
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国立教育政策研究所

〒153-8681

東京都目黒区下目黒6-5-22

生徒指導国際フォーラム

国立教育研究所が、

生徒指導上の諸問題の解決にむけて、

海外の研究者の協力・参加を得ながら、

学校との共同研究で実践してきた成果を、

広く公開・普及していくための催しです。
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３

Part３：ストレス・チェック・リスト

ア．体がだるい l 2 3 4

イ．なんとなく、しんぱいだ 1 2 3 4

ウ．いらいらする 1 2 3 4

エ．元気がでない 1 2 3 4

オ．つかれやすい 1 2 3 4

カ．さびしい 1 2 3 4

キ．ふきげんで、おこりっぽい 1 2 3 4

ク．あまりがんばれない 1 2 3 4

ケ．ずつうがする 1 2 3 4

コ．気もちがしずんでいる 1 2 3 4

サ．だれかに、いかりをぶつけたい 1 2 3 4

シ．べんきょうが手につかない 1 2 3 4

ア．学校が楽しい l 2 3 4

イ．みんなで何かをするのは楽しい 1 2 3 4

ウ．次の学年も今のクラスでいたい 1 2 3 4

エ．じゅぎょうがよくわかる 1 2 3 4

オ．じぶんの顔やスタイルが好きである 1 2 3 4

カ．スポーツや音楽など、じまんできるものがある 1 2 3 4

がっこうせいかつしらべ
無断転載・複写を禁ずる

　　　　　　　小学校　　　　年　　　　　組　　男・女　　なまえ

しつもん１　あなたの今の気もちについて、いくつかききます。「よくあてはまる」から「ぜ

んぜんあてはまらない」までの４つの中から、いちばん近いと思う数字に、1つずつ○を

つけていってください。 よ
く
あ
て
は
ま
る

す
こ
し

あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ぜ
ん
ぜ
ん

あ
て
は
ま
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

しつもん２　あなたのさいきんの体や心のようすについて、いくつかききます。「よくあては

まる」から「ぜんぜんあてはまらない」までの４つの中から、いちばん近いと思う数字に、

1つずつ○をつけていってください。 よ
く
あ
て
は
ま
る

す
こ
し

あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ぜ
ん
ぜ
ん

あ
て
は
ま
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

P00-1

2000年 国立教育研究所生徒指導研究室
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しつもん３　あなたは１がっきになってから、きょうまでに、つぎに書いてあるような、いろ

いろなことが、どのくらいありましたか。「よくあった」から「ぜんぜんなかった」まで

の４つの中から、いちばん近いと思う数字に、1つずつ○をつけていってください。

ア．先生が、よくわけを聞いてくれずに、おこった l 2 3 4

イ．べんきょうのことで、

友だちにからかわれたりばかにされたりした 1 2 3 4

ウ．じゅぎょう中、わからない問題をあてられた 1 2 3 4

エ．うちのひとが、べんきょうのことをうるさく言った 1 2 3 4

オ．先生が、あいてにしてくれなかった 1 2 3 4

カ．顔やスタイルのことで、

友だちにからかわれたりばかにされたりした 1 2 3 4

キ．じゅぎょうが、よくわからなかった 1 2 3 4

ク．うちのひとが、

ともだちやせいかつのことをうるさく言った 1 2 3 4

ケ．先生が、えこひいきをした 1 2 3 4

コ．じぶんのしたことで、

友だちからわる口を言われた 1 2 3 4

サ．テストの点が、思ったよりわるかった 1 2 3 4

シ．うちのひとのきたいは、大きすぎると思った 1 2 3 4

よ
く
あ
っ
た

す
こ
し
あ
っ
た

あ
ま
り
な
か
っ
た

ぜ
ん
ぜ
ん
な
か
っ
た

しつもん４　あなたは、つぎにあげるような考えについてどう思いますか。「そう思う」から

「そうは思わない」までの４つの中から、いちばん近いと思う数字に、1つずつ○をつけ

ていってください。

ア．これからの世の中では、

べんきょうのせいせきが悪いとみじめだ l 2 3 4

イ．これからの世の中では、

顔やスタイルがよくないとみじめだ 1 2 3 4

ウ．これからの世の中では、

ひとよりもとくいなことがないとみじめだ 1 2 3 4

エ．これからの世の中では、

人から好かれるものがとくをする 1 2 3 4

そ
う
思
う

す
こ
し
そ
う
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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３

Part３：ストレス・チェック・リスト
しつもん５　あなたは１がっきになってから、学校の友だちのだれかから、つぎのようなこと

を、どのくらいされましたか。「１しゅうかんに１～２回くらい」から「ぜんぜんされな

かった」までの４つの中から、いちばん近いと思う数字に、1つずつ○をつけていってく

ださい。

ア．なかまはずれにされたり、むしされたり、

かげでわる口を言われたりした l 2 3 4

イ．いやがらせやいたずらをされた

（らくがきをされたり、物をかくされたり、など） l 2 3 4

ウ．わざとぶつかられたり、

遊ぶふりをしてたたかれたり、けられたりした l 2 3 4

エ．お金や物をとられたり、

ひどくたたかれたり、けられたりした l 2 3 4

１
し
ゅ
う
か
ん
に

１
〜
２
回
く
ら
い

１
か
月
に

２
〜
３
回
く
ら
い

ぜ
ん
ぜ
ん

さ
れ
な
か
っ
た

今
ま
で
に

１
〜
２
回
く
ら
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

しつもん6　あなたは１がっきになってから、学校の友だちのだれかに、つぎのようなことを、

どのくらいしましたか。「１しゅうかんに１～２回くらい」から「ぜんぜんしなかった」ま

での４つの中から、いちばん近いと思う数字に、1つずつ○をつけていってください。

ア．なかまはずれにしたり．むししたり、

かげでわる口を言ったりした l 2 3 4

イ．いやがらせやいたずらをした

（らくがきをしたり、物をかくしたり、など） l 2 3 4

ウ．わざとぶつかったり、

遊ぶふりをしてたたいたり、けったりした l 2 3 4

エ．お金や物をとったり、

ひどくたたいたり、けったりした l 2 3 4

１
し
ゅ
う
か
ん
に

１
〜
２
回
く
ら
い

１
か
月
に

１
〜
２
回
く
ら
い

ぜ
ん
ぜ
ん

し
な
か
っ
た

今
ま
で
に

１
〜
２
回
く
ら
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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イ．もし、あなたが、なやみやふまんを言っても、いやな顔をしないで聞いてく

れる。

ウ．ふだんから、あなたの気もちを、よくわかろうとしてくれる。

ア．もし、あなたに元気がないと、すぐに気づいてはげましてくれる。

そう思う すこし あまり そうは

そう思う 思わない 思わない

　おうちのひと 1 2 3 4

　がっこうのせんせい 1 2 3 4

　ともだち 1 2 3 4

しつもん７　あなたは、あなたのまわりの人たちが、どのくらいあなたの助けになってくれる

と思いますか。「そう思う」から「そうは思わない」までの４つの中から、いちばん近い

と思う数字に、1つずつ○をつけていってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そう思う すこし あまり そうは

そう思う 思わない 思わない

　おうちのひと 1 2 3 4

　がっこうのせんせい 1 2 3 4

　ともだち 1 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そう思う すこし あまり そうは

そう思う 思わない 思わない

　おうちのひと 1 2 3 4

　がっこうのせんせい 1 2 3 4

　ともだち 1 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

しつもん８　あなたは、あなたのまわりの人たちと、じぶんのいけんがちがったときにどうす

ることが多いですか。下に書いてある４つの中から、いちばん近いと思う数字に、1つず

つ○をつけていってください。

　おうちのひと 1 2 3 4

　がっこうのせんせい 1 2 3 4

　ともだち 1 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

じぶんのいけん

を話して、その

人にあわせても

らう

じぶんのいけん

をかえて、その

人のいけんにあ

わせる

けんかにならな

いように、その

ことにふれない

でおく

その人とちがっ

ても、じぶんの

いけんをかえな

いでおく

これで終わりです。ありがとうございました。
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３

Part３：ストレス・チェック・リスト

ア．体がだるい l 2 3 4

イ．なんとなく、心配だ 1 2 3 4

ウ．いらいらする 1 2 3 4

エ．体から力がわいてこない 1 2 3 4

オ．疲れやすい 1 2 3 4

カ．さびしい 1 2 3 4

キ．ふきげんで、おこりっぼい 1 2 3 4

ク．あまりがんばれない 1 2 3 4

ケ．頭痛がする 1 2 3 4

コ．気持ちがしずんでいる 1 2 3 4

サ．だれかに、怒りをぶつけたい 1 2 3 4

シ．勉強が手につかない 1 2 3 4

ア．学校が楽しい l 2 3 4

イ．みんなで何かをするのは楽しい 1 2 3 4

ウ．次の学年も今のクラスでいたい 1 2 3 4

エ．授業がよくわかる 1 2 3 4

オ．自分の顔やスタイルが好きである 1 2 3 4

カ．スポーツや音楽など、自慢できるものがある 1 2 3 4

中 学 生 の 学 校 生 活
無断転載・複写を禁ずる

問１　あなたの今の気持ちについておたずねします。ア～カのそれぞれについて、一番近いと

思う番号に一つずつ○をつけていってください。

よ
く
あ
て
は
ま
る

少
し
あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ぜ
ん
ぜ
ん

あ
て
は
ま
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

問２　最近のあなたの気持ちや身体の様子についておたずねします。ア～シのそれぞれについ

て、一番近いと思う番号に一つずつ○をつけていってください。

よ
く
あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ぜ
ん
ぜ
ん

あ
て
は
ま
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2000年 国立教育研究所生徒指導研究室

少
し
あ
て
は
ま
る

　　　　　　　中学校　　　　年　　　　　組　　男・女　　氏名

J00-2
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問３　あなたは二学期になってから、次にあげるようなことがどのくらいありましたか。ア～

ソのそれぞれについて、一番近いと思う番号に一つずつ○をつけていってください。

よ
く
あ
っ
た

少
し
あ
っ
た

あ
ま
り
な
か
っ
た

ぜ
ん
ぜ
ん
な
か
っ
た

ア．これからの世の中では、

勉強の成績が悪いとみじめだ l 2 3 4

イ．これからの世の中では、

顔やスタイルがよくないとみじめだ 1 2 3 4

ウ．これからの世の中では、

人よりも得意なことがないとみじめだ 1 2 3 4

エ．これからの世の中では、人から好かれる者が得をする 1 2 3 4

ア．先生が、よくわけを聞いてくれずに、おこった l 2 3 4

イ．勉強のことで、友だちにからかわれたりばかにされたりした 1 2 3 4

ウ．授業中、わからない問題をあてられた 1 2 3 4

エ．部活動がきびしかった 1 2 3 4

オ．家の人が、成績や勉強のことをうるさく言った 1 2 3 4

カ．先生が、相手にしてくれなかった 1 2 3 4

キ．顔やスタイルのことで、

友だちにからかわれたりばかにされたりした 1 2 3 4

ク．授業が、よくわからなかった 1 2 3 4

ケ．部活動でミスをして叱られた 1 2 3 4

コ．家の人が、友人関係や生活面のことをうるさく言った 1 2 3 4

サ．先生が、えこひいきをした 1 2 3 4

シ．自分のしたことで、友だちから悪口を言われた 1 2 3 4

ス．テストが返ってきて、点数が悪かった 1 2 3 4

セ．部活動に時間がとられて、やりたいことができなかった 1 2 3 4

ソ．家の人の期待は大きすぎると感じた 1 2 3 4

問４　あなたは、次にあげるような意見についてどう思いますか。ア～エのそれぞれについて、

一番近いと思う番号に一つずつ○をつけていってください。

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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３

Part３：ストレス・チェック・リスト
問５　二学期になってから、次にあげるようなことを学校の友だちからされたことが、どのく

らいありましたか。ア～エのそれぞれについて、一番近いと思う番号に一つずつ○をつけ

ていってください。

ア．仲間はずれにされたり、無視されたり、

かげで悪口を言われたりした l 2 3 4

イ．いやがらせやいたずらをされた

（落書きをされたり、物をかくされたり、など） l 2 3 4

ウ．わざとぶつかられたり、

遊ぶふりをしてたたかれたり、けられたりした l 2 3 4

エ．お金や物をとられたり、

ひどくたたかれたり、けられたりした l 2 3 4

週
に
１
回
以
上

月
に
２
〜
３
回

ま
っ
た
く
さ
れ
て
な
い

今
ま
で
に
１
〜
２
回

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

問６　あなたは二学期になってから、次にあげるようなことを学校の友だちにしたことが、ど

のくらいありましたか。ア～エのそれぞれについて、一番近いと思う番号に一つずつ○を

つけていってください。

ア．仲間はずれにしたり．無視したり、

かげで悪口を言ったりした l 2 3 4

イ．いやがらせやいたずらをした

（落書きをしたり、物をかくしたり、など） l 2 3 4

ウ．わざとぶつかったり、

遊ぶふりをしてたたいたり、けったりした l 2 3 4

エ．お金や物をとったり、

ひどくたたいたり、けったりした l 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

週
に
１
回
以
上

月
に
２
〜
３
回

ま
っ
た
く
し
て
い
な
い

今
ま
で
に
１
〜
２
回
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イ．もし、あなたが、悩みや不満を言っても、いやな顔をしないで聞いてくれる。

ウ．ふだんから、あなたの気もちを、よくわかろうとしてくれる。

ア．もし、あなたに元気がないと、すぐに気づいてはげましてくれる。

そう思う 少し あまり そうは

そう思う 思わない 思わない

　家の人 1 2 3 4

　学校の先生 1 2 3 4

　友だち 1 2 3 4

問７　あなたは、自分のまわりの人たちが、どのくらいあなたの助けになってくれると思いま

すか。ア～ウのそれぞれの場合について、一番近いと思う番号に一つずつ○をつけていっ

てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そう思う 少し あまり そうは

そう思う 思わない 思わない

　家の人 1 2 3 4

　学校の先生 1 2 3 4

　友だち 1 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そう思う 少し あまり そうは

そう思う 思わない 思わない

　家の人 1 2 3 4

　学校の先生 1 2 3 4

　友だち 1 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

問８　あなたは、自分のまわりの人たちと自分の意見が違ったときに、どうすることが多いで

すか。下に書いてある四つの行動の中から、一番近いと思う番号に一つずつ○をつけて

いってください。

　家の人 1 2 3 4

　学校の先生 1 2 3 4

　友だち 1 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自分の意見を話

して、その人に

あわせてもらう

自分の意見を変

えて、その人の

意見にあわせる

けんかにならな

いように、その

ことにふれない

でおく

その人と違って

も、自分の意見

を変えないでお

く

これで終わりです。ありがとうございました。
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意
　
図

○開催に至る経緯

　はっきりと記憶はしていないが、『いじめ問題国際

シンポジウム』に続く、生徒指導をテーマにした国

際シンポジウムを企画できないかと最初に打診され

たのは、1998年の春頃だったと思う。私自身、1996

年に国立教育研究所（現国立教育政策研究所）と文

部省（現文部科学省）が共催した『いじめ問題国際

シンポジウム』の成果を引き継ぐ形で、1997年度よ

り生徒指導に関わるいくつかの研究を走らせていた

こともあり、すぐにＯＫの返事をした。

　その際、私が真っ先に考えたことは、生徒指導に

関するテーマの国際シンポジウムを、少なくとも年

に１回、そして３年間は継続して開催する、という

ことであった。その一つの理由は、単なる「打ち上

げ花火」に終わることなく、定期的に国研（旧国立

教育研究所、現国立教育政策研究所に共通する略称）

から情報を発信していくことが重要であると考えた

からである。そして、もう一つの理由は、国研が行

う研究は、実証的（evidence based）な、アクショ

ン・リサーチ（action research）であるべきだと考え

ていたからである。その場合、毎回のフォーラムが

終わるたびに次の企画を考えていたのでは間に合わ

ない、あらかじめ３回分程度の企画を練っておきた

い、と考えたのである。

○当時の国研に期待されていたもの

　その当時、中央教育審議会では、『今後の地方教育

行政の在り方について』の審議が進められており、

その中では現在の生徒指導研究センターの原型とも

いえる組織についても言及がなされていた。その中

間報告（1998年４月）には、国の行う事務・事業の

見直しの中で必要な取組の一つとして、次のような

記述がある。

「いじめや校内暴力、登校拒否などの生徒指導行政に

係る業務についても、同様の観点から、文部省の業

務を基本的なものに精選すること。これに伴い、行

政改革の観点にも十分配慮しつつ、生徒指導に関し

てより専門的立場から効果的な助言や支援を行う生

徒指導研究に関するセンターの設置について検討す

ること。同センターの具体的な機能としては、児童

生徒の問題行動等に関する様々な情報や各学校、教

育委員会、地域における取組について調査分析する

ことにより生徒指導に関する専門的・実践的な検討

を不断に行い、施策に反映させることが考えられ

る。」

もちろん、この時点では、こうしたセンターが国

研内に設置されるかどうかは未定であった。しかし、

それがどうなるにせよ、こうした期待は当時の国研

に対しても（なかでも生徒指導研究室に）向けられ

ていると、私は受け止めていた。そして、その具体

的な答えの一つとなりうるものとして実際に進め始

めていたのが、生徒指導をテーマにしたいくつかの

アクション・リサーチであった。

○科学的な研究

　中立的・客観的な立場に立って、情報を収集した

り、分析を行ったり、その対策等を提言していくと

いうことが、科学的な研究には求められる。単なる

印象で物事を判断したり、一部の事例がすべての事

例に当てはまるかのような安易な思いこみで物事を

説明したりすることは、研究者が慎重に避けるべき

行為であることは言うまでもない。

生徒指導国際フォーラムで意図したこと
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　とりわけ文部省等に対して基礎的な資料を提供す

る位置にある国研の場合、できるだけ実証的な裏付

けのある科学的なデータを揃えておくことは、その

役割や影響力等を考えた場合、不可欠なことである。

　しかし、そのことが、よく言えば第三者的、悪く

言えば当事者意識を欠いた研究をすることしか意味

しないとすれば、何のための国立の研究所なのかと

いった批判を免れないことも確かであろう。文部省

や都道府県の教育委員会と近い位置にあり、また全

国の教育研究所や教育センターとも密接な関係をも

つ国研が、それらとは無縁な評論家的な立場である

かのように研究を進めていく、というのでは、「役に

立たない研究所」と揶揄されても仕方がない。

　すなわち、学術的な立場から問題点を指摘はする

が、その問題の解決策は当事者が考えることである

から研究者はあずかり知らぬという姿勢では、行政

関係者や学校関係者から何の当てにもされなくなる

のは当然であろう。科学的に研究を進めていくとい

うことが、そのまま非実用性を意味するわけではな

いはずだからである。

○アクション・リサーチとは

　アクション・リサーチというのは、科学的な研究

を、より実践的なフィールドで行う研究を指して用

いられる概念である。研究者やその適用する領域に

よって定義や解釈がやや異なるので、私がイメージ

している学校教育領域におけるアクション・リサー

チの概念規定を以下に示してみよう。

　学校現場では、日々、様々な問題や課題が生じて

おり、それに対しての対応・対策がとられている。し

かし、多くの場合、その対応・対策の決定に当たっ

ては、当事者の経験に基づく限られた知識のみに依

存することが少なくない。そうした場（学校現場）

に、科学的に事象を分析する能力を有する専門家が

関わり、問題や課題の把握、その原因や背景の分析、

実行可能で効果があると予想される対応・対策の決

定を、当事者（学校関係者）とともに行っていく。決

定された対応・対策の実施は、あくまでも直接の当

事者が行うしかない。だから、研究者はそこには

タッチしない。しかし、その実施のプロセスを観察

したり記録したり、時には調査を行うことにより、

それがうまく進行しているのかを把握することは可

能である。そして、そうした対応・対策によって変

わった点・変わらなかった点を、再び研究者と当事

者が一緒になって把握し、次なる課題や問題の把握、

分析を行っていく ― ざっと説明すれば、そんな進

め方をする研究のことである。

　文部省と異なり、直接に政策を決定する立場では

なく、しかし研究所として専門家を数多く擁し、教

育委員会や教育センターとの関わりの深い国研の場

合、このようなアクション・リサーチを行うことは

難しいことではない。それどころか、国研に期待さ

れている助言・支援とは、こうした研究を進めてい

くことであるはず、それが国研の研究者が持つべき

当事者意識であるはず、というのが私の考えであっ

た。

○フォーラムの性格

　そんなわけで、どうせ国際シンポジウムを開くの

であれば、きちんとしたアクション・リサーチの結

果を、そうした研究スタイルとともに示したい、と

考えたのである。そして、そこから生まれてきたの

が、「生徒指導国際フォーラムは、国立教育研究所

が、生徒指導上の諸問題の解決にむけて、海外の研

究者の協力・参加を得ながら、学校との共同研究で

実践してきた成果を、広く公開・普及していくため

の催しです。」という謳い文句であった。

　発表の内容はもちろんアクション・リサーチの成

果に基づくものであるが、主たる発表者についても、

私とともにアクション・リサーチを進める学校関係

者（教師・保護者・行政担当者）にお願いすること

にした。議論に必要なわけでもないのに、単なる会

の権威づけ、単なる発表者の数合わせのために大学

等の研究者を招くようなことはしたくなかった。

　また、海外の研究者についても、同じようにアク

ション・リサーチを進めており、相互に学びあうこ

とのできる研究者を招聘することにした。当時は、

なぜか国際シンポと称する催しが盛んで、あちこち
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で開かれていたが、海外から著名な研究者を招いた

だけの座談会でお茶を濁すことはしたくなかった。

　日本の教育事情すら正確には知らないのに、自分

は進んだ研究を行っていると錯覚し、その成果を教

えてやる、といった姿勢の研究者など、国内からに

せよ国外からにせよ、招いてみても何の意味もない。

それどころか、日本の研究者が関わっていながら、

社会的・文化的に日本と大きく異なる海外の事例が

そのまま日本に通用するかのような誤解を聴衆に与

える会が開かれるとすれば、それほど罪なことはな

い。それどころか、極めて有害であったり、時には

危険を伴ったりさえする。

　仮にも国研が開催する国際シンポジウムである以

上、適切な国際比較に基づき、「正確」「安全」そし

て「普通の公立学校で実践できる」ように配慮する

ことは、テーマの設定から開催方法に至るまでの必

須要件であると考えたのである。

○３年間の見通しによる３回のフォーラム

　ところが、そのような形でアクション・リサーチ

の成果を中心に国際フォーラムを開こうとすると、

一つの大きな問題がでてくる。それは、学校教育を

対象としたアクション・リサーチの場合、ある程度

の成果が見えるまでには最低でも１年以上の研究期

間が必要になるという点であり、準備期間も含める

なら、フォーラムの開催には１年半以上がかかると

いう点である。

　従来の教育学研究や心理学研究の多く、とりわけ

大学院生による研究などは、アンケート調査を１回

だけ行って大胆な推論を行うというものであったり、

対応・対策を行った直後の子どもの変容（短期的な

もの）だけを測って結果の成否を論じたり、という

場合が少なくない。そうしたレベルの研究でよけれ

ば、準備期間を含めて最短で数ヶ月という計算も成

り立たないわけではない。

　しかし、子どもの成長・発達は少なくとも１年単

位で見ていかなければ本当のことはわからない。１

回きりの調査で結論を出そうとしたり、実践の前後

数ヶ月の変容で結論を出そうとしたりするなどとい

うのは、私に言わせれば暴挙である。教育の結果は、

１年後２年後になっても継続するようなものでなけ

れば意味はない。また、数年後になってやっと現れ

てくる変容というものも確実に存在する。短期的な

変容だけでなく、それがどの程度に持続するのか等

までをも視野に入れなければ、教育研究、教育実践

研究としては失格と言うしかない。

　そこで、既に研究が進行中であった「ピース・メ

ソッド」が初年度、最低でも３年分のデータを蓄積

して検討を行いたい「ストレス・チェック・リスト」

は３年度、取り組みが始まったばかりの「ピア・サ

ポート」が次年度という具合に、３回のフォーラム

のテーマは自ずから決まり、同時並行的に３つのプ

ロジェクトが走ることになった。

　アクション・リサーチの成果を反映させることが

できたのは、３年にわたる３回分のシンポジウムを

同時に企画することができたからこそ、だったと言

えよう。

○予防教育的な実践

　ところで、この３つのテーマには、アクション・

リサーチという共通点のほかに、もう一つ共通する

特徴がある。それは、本書の副題からもわかるとお

り、いずれもが「予防教育的」な実践だという点で

ある。

　この予防教育という概念についての詳細は、拙著

「生徒指導の理念と方法を考える　－生徒指導モデル

と事後治療的・予防治療的・予防教育的アプローチ

－」『生徒指導学研究』創刊号、2002年、をごらん

いただきたいが、簡単に説明すると次のようなこと

である。

　たとえば、生徒指導上の問題が起きた後、それへ

の対応としてなされる実践は「事後的」で、問題が

起きないよう未然に防止する形で行われるのが「予

防的」である。また、大人主導で問題を解決してい

くのが「治療的」、子ども自らの力を育て活用するこ

とによって問題を未然に防ぐ、克服するのが「教育

的」実践である。

　「予防教育的」というのは、この「予防的」であり

生徒指導国際フォーラムの意図
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「教育的」である取り組みに対して用いられる形容詞

である。この発想に立つとき、取り組みは自ずから

「子どもが健全に育つような学校づくり」へと向かう

ことになる。個々の教師や個々の学級の取り組みに

任せていたのでは、目の前の問題にのみ目を奪われ、

「治療的」な発想、とりわけ対症療法的な発想に陥り

やすく、未然防止のための取り組み、すなわち「問

題が起きにくい学校づくり」にまではなっていかな

いからである。

○フォーラムの成功、そして今後のセン

ターの役割

　さて、この３回の企画を立てた時点での私の誤算

は、毎年、フォーラムが終了していけば一つずつプ

ロジェクトが減っていくという目論見であった。と

ころが、実際には、フォーラムの開催は中間地点に

過ぎず、それどころかフォーラムを聞いて自分の県

で取り組みたいという教育委員会が現れてくるなど、

フォーラム後もプロジェクトを継続する、さらには

それを拡大する必要まででてきた。しかし、そうし

た教育委員会に対する助言・支援を求められてこそ、

国研の研究であると考えるなら、これら３年間の

フォーラムはいずれも成功であったと言ってよかろ

う。

　次に私が期待するのは、国研がアクション・リ

サーチを行うだけではなく、都道府県の教育委員会

や教育センターが主体となってアクション・リサー

チに取り組むことである。もちろん、そのために必

要な助言・支援を行っていくことも、新しくなった

国研の生徒指導研究センターの役割であろう。どの

ような形で助言・支援を行っていくことが可能かを、

今後も考えていきたい。

※３つのアクション・リサーチの相互連関について

　子どもの成長・発達を、３年なり６年（あるいは９年）という範囲でとらえたとき、学校はその間に

子どもたちにどのような教育を提供していくことが求められるか、そのために教職員はどのように連携

協力していくのか。また、子どもに教え込むだけでなく、子ども自身の変わろうとする力ものばしたり、

彼らの他者に働きかけたいという気持ちをも活用したりするために、どのような場や機会を設定してい

くのか。保護者や地域との連携協力を進めていくために、学校はもとより、教育行政はどのようなこと

を準備し、どう働きかけを行っていくのか。

　３回のフォーラムには、濃淡はあるものの、そうした「学校づくり」に対する根元的な問いかけが、

その基盤に共通に存在している。３回のフォーラムの３つの提案が、実際の学校経営・学校行政の中で、

相互にどのような関係にあるのかを図示したのが、右頁に示した、『「生徒指導国際フォーラム」が提

案してきた取り組み』である。



163

意
　
図

「生徒指導国際フォーラム」が提案してきた取り組み

※「予防教育的な生徒指導」を推進するために、「生徒指導国際フォーラム」で提案されてきた

３つの取り組みと相互の関係

都道府県・市町村

教育委員会・教育セ

ンター等

ストレス・チェック・リスト

ストレス、ストレッサー、いじめ経験、

等からなるアンケート形式の調査

内容：年に２回、記名式で調査を行い、

学校単位、個人単位の変化を追跡する

目的：現状分析と問題の予測に活用

※「フォーラム 2001」で報告

各学校

職員会、研修会、生

徒指導委員会、等

ピース・メソッド

生徒指導に学校全体で取り組むための

手法

内容：実態調査をふまえ、学年単位で課

題と克服目標を設定し、実現を図る

目的：全教職員が共通の課題意識と克服

目標をもって生徒指導にあたる

※「フォーラム 1999」で報告

①年に２回の調査の実施と集計

②学校への集計結果の提供

③都道府県・市町村単位の傾向の分析

①ストレス・チェック・リストの学年

男女別集計結果を受領

②集計結果に基づき、学年別の課題と

その克服目標を設定、年間計画作成

③年間計画に沿った取り組みの実施

④半年後の再評価（再び①へ）

児童生徒

異学年活動、職業体

験活動、児童会・生

徒会、等

ピア・サポート・プログラム

児童生徒の対人関係能力の発達を支援

する手法

内容：体験的なトレーニングと、「お世

話をする」活動や体験を通して、児童生

徒に自己有用感を獲得させる

目的：子ども同士の力を活用して子ども

を育てる

※「フォーラム 2000」で報告

①体験的トレーニングを通して、他者

との関わりに対する意欲を促す

②「お世話をする活動（他者の役に立

つ体験）」を通して、自己有用感を獲

得させる

③「縦の関係（お世話をする・される）」

を学校活動の中に位置づける
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